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２月８日(金)

毎年、数多くのマスコミに取り上げられる『除雪ボランティア』を行いました。

時折吹雪く悪天候の中ではありましたが、普段お世話になっている地域の皆様

役に少しでも立ちたい、との思いで生徒一人ひとりが一生懸命汗を流しました。

このボランティア活動で得た『思い』を今後の人生に役立てていきます。

【感想】

今回の除雪ボランティアで、雪かきの
大変さを知りました。高齢になると、
雪かきが、もっと大変になることも
学びました。雪が固くて重いので、
雪かきを手伝うことも大事なことだと
知る良い機会になりました。

雪かきをするのは大変だったけれど、
お 年 寄 り の 方 に お 礼 を 言 わ れ た こ と で 、
「たまにはこういうのも良いかな。」と
思いました。人の役に立つ、という
実感が湧いて、自分も嬉しくなりました。
また、友達と協力することの大切さも
学ぶことができました。

２月７日(木) ２学年を対象に就職・公務員
今年度の薬物乱用防止教室では、薬物依存症 模擬試験を行いました。
リハビリ施設磐梯ダルクより講師をお招きし、 今の自分の実力を試す機会で
薬物依存の恐ろしさや、薬物が人生に及ぼす あり、現実を見つめることで
影響の大きさについて講演して頂きました。 来年度の進路が実現できるよう
生徒は、身近にある薬物から身を守ることに 懸命に取り組んでいました。
ついて深く考えさせられたようです。


